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主体的な学びを青む授業づくり
一 子 ど も 同士のかかわ り を通 し て ー
学習開発コ ース (1 1 220908) 菅 原 路 子
本研究は， 子 ど も た ち の 「主体的な学び」 を育む授業づ く り を 目 指すも のである。 「主体
的な学び」 の姿を 自 己の考えを形成 しなが ら学習 に取 り 組む姿 と 捉え， 学習場面にお け る
他者 と のかかわ り ， 特に子 ども 同士のかかわ り について先行研究の検討と 実践を行ったO
その結果， 学習場面にお け る 子 ど も 同士のかかわ り は， 学習への意欲的な取 り 組みを促
し， 多様な考え と の出会いが 自 己の考えを吟味する き っ かけの場と な る こ と が示唆 された。
[キー ワ ー ド] 主体的な学び， かかわ り ， 学習意欲， 協同学習， 聞 き 合 う
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及。噺究の背景
筆者が教職専門実習 I の際， 実習校で、出会った
子 ど も たちは， 自 分た ちの学習に意欲的かっ主体
的に取 り 組んで、いた。 例えば， 自 分の書いた文章
に対 して， 自 分か ら友だちにア ドバイ ス を も ら い
に行き ， それを参考に しなが ら再ひ守住敵する こ と
を繰 り 返 し， よ り よ い も のを 目 指 して取 り 組んで
いた。 ま た， 自 分 と は異なる友だちの意見を聞い
て， 新たに疑問を持ち， 改めて資料をふ り 返っ た
り ， さ ら にほかの友達の意見 を聞 き に行っ た り す
る 姿があっ た。 子 ど も た ち は， 学習に対 して受け
身ではな く 自分の一課題意識に向かって取 り 組んで、
お り ， こ の よ う な姿勢が 自 ら学U部売ける ために必
要なのではなし 1か と 感 じた。
学校教育法では， 義務教育の 目 標 において， 基
礎的な知識及び技能の習得， 思考力 ・ 判断力 ・ 表
現力の育成 と と も に) I主体的に学習 に取 り 組む態
度を養 う こ と j が示 さ れている。 「主体的に学習に
取 り 組む態度」 は， 変化の激 しい現代社会を生き抜
いてい く 児童に， 身に付け さ せるべき 資質の一つ
である と されているO ま た， 小学校学習指導要領
において も ， 各教科の指導での 自 主的， 自 発的な
学習が促 される よ う な配慮を してい く こ と が示 さ
れ， 問時に 「学習意欲の向上J が重視 さ れている。
学習意欲は) I主体的に学習に取 り 組む態度J の育
成に欠かせない も の であ る と いえる。
教職専門実習 I での参観授業における， 子 ども
たちの主体的な学びの姿を生み出 している も の は
何か と ふ り 返っ た と き ， 友だち と のかかわ り がひ
と つ重要になっ て く る のではないか と 考えた。 学
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校にお け る 子 ど も たちの学習は， 多様な人間関係
の中で、営まれている も のである。 た と えば， 授業
場面での教師と のや り と り や， 友だち と の話 し合
い， 協力 して熟閣を こ なす と いっ た他者と かかわ
る こ と が， 学習場面の 中には数多 く 存在する。 つ
ま り ， 子 ど も たちの主体的な学びを考え る にあた
っ て， 子 ど も の他者 と のかかわ り は重要な要素で
あ る と い え る。 こ れ ら の こ と か ら， 教師 と して子
ど も 同士のかかわ り を大切にする こ と で， 意欲的
且つ主体的に子 ど も たちが学ぶこ と ができ る よ う
な授業を 目 指すこ と と した。
筆者は， 子 ど も の 「主体的な学びj の姿は， 子
ど も が， 自 己の考え を形成 しなが ら学習 に取 り 組
む姿であ る と 考える。 自 己の考えを形成 してい く
過程におけ る 他者 と のかかわ り ， 本研究において
は， 特に子 ど も に と っ て授業を 中心 と した学習 を
共有す る 存在であ る友人， 子 ど も 同士のかかわ り
に注 目 してし て 。
(2) 研究の 目 的 と 方法
子 ど も の主体的な学びを育むためには， 子 ど も
同士のかかわ り を意識的に取 り 入れた授業を行 う
こ と が必要であ る と 考える。 本研究では， 授業場
面にお け る 主体的な学びにつなが る 子 ど も 同士の
かかわ り について先行研究を検討する。 それをふ
ま えて， 実践 と その考察か ら ， 子 ど も 同士のかか
わ り が主体的な学びを促すこ と を明 ら かに してい
く 。
2 先行研究の検討
(1) 友人関係 と 学習動機づけの関連
学習意欲， すなわち学習 における動機づけの問
題は， 近年， 子 ども の人間関係の側面から の研究
がおこ なわれて き ている。 中谷 (2002) は， 児童の
社会的責任 目 標が友人関係を媒介 と して， 学業達
成に及ぼす影響を検討 している。 小学 5， 6 年生の
児童 1 1 5 名 を対象に社会的責任 目 標， 社会的責任
行動， 友人か ら の受容， 教科学習への動機づけ，
学業成績を測定 してい る。 その中で教科学習への
意欲についての検討か ら ， 友人か ら受け入れ られ
る こ と に よ っ て， 教科学習 に対 して意欲的に取 り
組む よ う にな る こ と を示 した。
岡 田 (2008) は， 友人 と の学習活動に 注 目 し， 自
律的な動機づけ と 充実感 と の関連も踏ま え検討 し
ている。 その結果 と して， 学習 と 友人関係に対す
る 自 律的な動機づけが， 友人 と の学習活動の生起
に影響する 可能性が示唆 されている。 ま た， 友人
と の相互作用 の 中で， 学習に対する 充実感を高め，
学習 に対 して肯定的な態度や感情を も ち得る こ と
が示 されている。
これ ら の研究か ら， 他者か ら の受容が学習意欲
を高め， 自 ら に影響を与え る他者 と の 関係性の強
さ が， 動機づけの平副支に も影響を及ぼす， と いっ た
学習場面における他者の柄生の重要 さ が分かる。
学校 ・ 学級にお け る 子 ど も たちの学習に取 り 組む
態度を考え る 際には， 友人の存在を考慮する 必要
が あ る。
(2) 学習場面における子ども 同士のかかわ り
杉江 (20 1 1) は， r子 ど もが， 主体的で、 自 律的な学
びの構え， 確かで幅広い知的習得， 仲間 と 共に課
題解決に向か う こ と のでき る対人技能， さ ら には，
他者を尊重する 民主的な態度， と いっ た 『学力』
を効果的に身に付けて行 く ための 『基本的な考え
方j)J と して， 協同学習を提唱 している。 そ して，
協同学習 を， rw学び合い， 高め合い， 認め合い，
励ま し合 う 』 学習活動であ る 」 と している。 協同
学習の効果 と して3 まず， 相互交流に よ っ て， 多
様な意見に出会い， 多様な情報を得る こ と ができ，
よ り よ い解決に至る可能が増す と い う こ と を挙げ
ている。 加えて， メ ンバ一同士が成長意欲を理解
し， 互いに意欲づける働き を あげてい る。
(3) 子 ど も 同士のかかわ り を取 り 入れた授業実践
松本 ら (2010) ・ 杉江 ら (2010) な どの実践では，
児童の主体的な学びを促すための授業設計時の配
慮 と して， 次の 3 点を挙げている。
①単元や 1 時間の学習 内容 と 学習過程について
の見通 し を も たせ る 工夫
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②話 し合いに入る前に十分な個人思考のステッ
プの導入
@話 し合いの内容を踏ま えて， 再度個で思考を
練 り 上げる ステ ッ フ。の導入
こ の実践におけ る 成果 と して， まず単元の見通
しゃ 1 時間の流れを しっ か り 理解する こ と に よ っ
て， 子 ど も たちの意欲的に学習 に取 り 組む姿が見
られる よ う になっ た こ と 。 次に， 明確な槻E意識
を持たせた上で\ 相手や形を変えて交流する場を
設定する こ と で， 交流が個人の考えを練 り 上げる
機会 と な り ， 読解の力が高ま っ た と 感 じ られた こ
と が挙げ られている。 主体的な学びを促すには，
学習の見通 し を示すこ と ， 乱題意識を明確に持て
る よ う した上での交流の場を設定する こ と が必要
な条件であ る こ と が示唆 される。
ま た， 粛藤ら (2007) は， 子 ども た ちが主体的に
学習 に取 り 組め る よ う に， ベアで聞 き 合 う 活動 を
取 り 入れた国語の授業を行っ た。 ベア交流を取 り
入れる こ と に よ っ て3 自 分の考えを持てない児童
た ち は発表時の 自 信につながっ た り ， 交流前 よ り
交流後の方が良 く 書けたな どの達成惑を持て る よ
う にな っ た り ， と いっ た友だちの考えか ら学ぶ良
さ を実感でき る よ う になっ た と い う 成果が得 られ
た。 こ の こ と か ら， 子 ど もが友だちか ら 学ぶ， 友
だち と 学ぶこ と に良 さ を感 じて学習 に取 り 組むた
めには， 聞 き合 う こ と を大切に してい く こ と が重
要であ る と 言え る。
3 実践と 結果
本研究の実践は， 教職専門実習 E で配属 さ れた
A市内のX小学校で、行っ た。
(1) 実践授業について
こ の授業は， 201 1 年 1 1 月 15 日 に 1 年生 (計 23
名 ) を対象 と して行われた算数の授業であ る。 「ひ
き ざん」 の学習， 全 12 時間の 6 時間 目 であ り ， 前
時ま での減加法に加え， 減々 法の計算の仕方につ
いて知 り ， 自 分に と っ てや り やすい計算の仕方で
計算する こ と をね ら い と している。 本時では， ど
ち ら の計算の仕方 (減加法 と 減々 法) が 自 分に と
っ てや り やすいのか隣の席の友だち と 聞き合 う と
い う 交流の場を設けた。 子 ども た ち 自 身が， 自 分
に と っ てや り やすい計算の仕方が減加法， 減々 法
なのか認識 し， や り やすい計算の仕方 と その理由
は一人ひ と り 異な る こ と を知 る こ と を 目 指 した。
隣の人 と 聞 き 合 う ベア 交流 を行 う こ と で ， 話す
こ と への緊張感が薄れ 自 分の こ と をき ちん と 話す
こ と ができ， 友だちの話も集 中 して聞 く こ と がで
き る と 考えた。
(2) ペア交流時の児童の様子
ベア交流の全体の様子は， どち ら の計算の仕方
が 自 分はや り やすい と 思 う かについては， ほ と ん
どの子 ど も が友だち に話すこ と ができ ていた。 一
人で話すこ と が難 しかっ た子 も教師や友だち と の
や り と り の中で話すこ と ができ る よ う になっ た。
以下に， ベア交流時の子 ど も たちの対話の記録
である。 新たな疑問が生まれた り ， 友だちの考え
に興味を も っ た り ， 自 分の考えを明確にする こ と
ができ た と 思われる場面を挙げてし 1 く 。
[場面 1 ] : 隣の席の B 児が 自 分 と は違 う 計算の仕
方を選んでいる こ と に驚いた C 児
C : C は， B く ん と や り 方が違 う 。
B : う ん。 ちが う ね。
C : C はね， こ っ ち (減々 法) 。
なんでかつ て言 う と ね。 答えが分か り やすいの。
B : ふ~ん。
C : B く んはこ っ ち (減加法) なの ?
日 : だっ て ， こ っ ち (減加法) の方が， ぼ く は難 し く
ない。 わか り やすい。 10 と 何かに分ければいい
か ら。
C '  B : ・ ・ ・ 。
教師 : B く んの理由 はわかっ た ?
C : う ん。 そ こ (10 と 何かに分け る と こ ろ) は分か
り やすいね。 で も こ っ ち (減々 法) は引 く だけで
いいんだよ ?
B : う ん。 で も ぼ く はそ こ が なんか難 しい。
お互いに， 自 分のや り やすい計算の仕方につい
て 自 分な り の理由 を持っ て話すこ と ができ ていた
子 ど も た ちであ る 。 それぞれの計算の仕方 と 理由
を話 した と こ ろで， 話をする の をやめて しま っ た。
教師か ら の指示が， 方法 と 理 由 を話すこ と のみだ
っ たた め の よ う だ。 教師が一言投げかけてみる と ，
C 児 と B 児が， お互いの理由 についても共感でき
る と こ ろ を伝えなが ら ， 改めて 自 分は どち ら の計
算の仕方が よ いのカ司云えている。
C 児は， 次時での適用問題を 自 分のや り やすい
計算の仕方で解き 進 め る 際に， 前時に 自 分がや り
やすい と 言っていた計算の仕方ではない方で解い
ていた。 その理由 を 問 う と 「昨 日 B く んが言っ て
た か ら ， こ っ ちのや り 方でも角軒 、てみ ょ う かなっ
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て。 やっ ぱ り こ こ (10 と 何かに分け る と こ ろ) は簡
単なの。 j と 答えた。 その後， C 児は どち ら の計算
の仕方でも計算する こ と ができ る よ う にな っ た。
[場面 2] : 自 分がや り やすいや り 計算の仕方がよ
く わか ら なかっ た D 児 と 隣の席の E 児
E : E ちゃ ん どっ ち ?
D :  う ~ん・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・わかんない。
E : どっ ちか指 さ してみて よ。 (黒板を指 して)
D : わかんない~。
E : も う ~ ， どれみせて。 (ノ ー ト を見る)
D ち ゃんは， こ の間題を こ っ ちのや り 方で して
る よ ?
D : ああ~ん じゃ こ っ ちだ! ! 
E : わかっ て， よ かっ たね。 これ， ぼ く と いっ し ょ
じゃん。
D : おんな じだね。
E : ぼく ， こ っ ちの方が間違わないで計算でき る。
D : う ん。
D 児は， 教師の一斉指導や指示が通 り に く い こ
と があ る。 ま た， 学習釧支に対 して苦手意識を持
っ てお り ， 意欲的に学習 に取 り 組む姿がなかなか
見 られない子 ど も である。 こ の場面では， 立式は
出来ていたが， 自 分の計算の仕方が どち ら なのか
判断出来ず不安そ う な様子だ、っ たO し か し， E 児
か ら 自 分が どち ら なのか教えて も ら っ た こ と で，
表情が明 る く な っ た。 次時では， E 君 と 話 して明
確にな っ た 自 分の計算の仕方で、すれば よ い こ と を
伝える と ， 意欲的に学習 に取 り 組んでいた。
(3) 授業後のイ ン タ ピユ }
授業後， ベアで、聞き合っ た感想、を， 無作為に選
んだ 7 名 の子 ど も にイ ンタ ビューを行った。
- 友だちにお話 しでき て楽 しかっ た。
- 友だちが聞いて く れたか ら う れ しかった0
・ 友だち と 違っ てびっ く り した。
・ どっ ちがや り やすいかは分か る んだけ ど、 ど う
してなのかはわかんなかっ た。
- 隣の人 じゃ ない人の も 開 き たかっ た。
- 僕は絶対こ っ ちだ、 と 思っ た け ど、 そ う じゃない
人 も いてなんでかなっ て思っ た。
- みんなバ ラ バ ラ でびっ く り した。
以上の回答を整理する と ， 友だち と 自 分の考え
を 聞 き 合っ た こ と への好感 ι 友だち と の違いに
対する 気づきゃ驚き に関する も のに大別でき る。
4 考察
(1) 子 ど も 同士のかかわ り
{場面 1] の 2 児は， それぞれが 自 分 のや り 方
に 自 信を持ち， みんな も一緒であ る と 思っ ていたo
しか し， 互いの考えを聞き合っ た こ と に よ っ て ，
他方の計算の仕方の よ さ を知 り ， 考え る き っ かけ
と なっ た と いえ る。 ま た， 次時での他方の計算の
仕方でも解し 1てみる と し づ 行為は， 本時での友だ
ち と のかかわ り の影響だ と 考える。 こ の こ と か ら ，
執哩意識を も っ た上で、の子 ども 同士のかかわ り だ
けでな く ， 子 ども たちが課題意識を見出 し ， 意欲
的 且つ主体的 に学習する た めのかかわ り も 考えて
い く こ と ができ る と 考え る。
[場面 2] では， 友だち と の聞 き 合 う 時間があっ
た こ と で， D 児は， 分か ら ない点が 明 ら かにな り
安心感を抱き ， さ ら に 自 分の考えに 自 信を持ち，
次の学習 に も意欲的に臨める よ う に なっ た と 考え
る。 学習へ苦手意識を持っ ている子 ど も に と っ て
も ， 教師か ら だけではな く ， 一番近い立場であ る
友だち か ら の助言は， 抵抗感少な く 受 け入れる こ
と がで き ， 意欲づけにな る こ と が分かっ た。
授業後のイ ンタ ビューで、は， 友人 と 自 分の考え
の違いへの驚きや， かかわ り の 中 で 自 分の考えを
聞いて も ら う こ と の喜びが語 られた。 ま た， も っ
と 開いてみたい と い う 感想か ら も， 友だち と かか
わ る こ と の よ さ を子 ど も た ちが感 じてい る と 分か
る 。 子 ども の伝えたい， 受容 して も ら いたい と い
う 気持ちが， 有意義なかかわ り につながる と 考え
られる。
(2) 主体的な学びを育む授業に向け て
先行研究及び実践か ら ， 授業場面 にお け る 子 ど
も 同士のかかわ り は， 多様な視点に 出会い， 自 他
の考え を 聞 き 合い比較する こ と で互いの考えにつ
いての理解を深め る場であ る と いえ る。 しか し，
こ のた めには， まずかかわる 際の土台 と な る 自 分
の考え を持つ こ と が必要 と な る。 ま た， 子 ど も た
ち の 中 には， 個人では ど う して も考えが浮かばな
か っ た り ， ま と ま ら なかっ た り す る 子 も い る だろ
う 。 こ の よ う な子 ど も に と っ て は， 子 ども 同士の
かかわ り に よ っ てそデ、ノレに出会 う こ と ができ， 考
え る ヒ ン トやき っ かけを得る こ と が 出来る と 考え
る。 さ ら に， 友だちの考えをただ聞 く だけでは，
主体的な学びにはつなが ら ない。 自 他の考えに対
して 自 分な り の吟味を加 え る ための， 個人での再
思考の機会が必要であ る。 こ れ ら の こ と か ら ， 主
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体的な学びを育む授業において以下の こ と に留意
する必要が あ る と 考える。
①かかわ り の前に個人思考時間を設定
②かかわ り の 目 的， 方法の明確化
③かかわ り の後に再度個人思考時間の設定
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
授業場面での子 ど も 同士のかかわ り が， 子 ど も
た ち に新たな気づき ゃ疑問を得た り ， 学習への意
欲づけになった り と い う 効果の示唆を得る こ と が
でき， 授業を計画する にあたっ て留意すべき点に
ついて明 ら かにする こ と がで、き た。
(2) 課題
かかわ り に よ っ て子 ど も が得た気づ、きや疑問か
ら， さ ら に学びを深めた り ， 自 己の考えを形成 し
た り する ま でには至 ら なかった。 今後は， 以下の
点について さ ら に検討を加えてい く 必要があ る。
①かかわ り を取 り 入れる 学習 内容及び場面
② 目 的 と 方法を明確に したかかわ り の実践
③子 ども 同士がかかわる 場面での教師の支援
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